
容積一定の断熱容器内に水１ＬとＣＯ₂５．９×１０⁻²ｍｏｌを入れ、ＣＨ₄とＯ₂を密閉した体積一定の反応容

器を水中に沈めて、２９３Ｋで平衡状態にした。このとき、図の矢印で示す空間（上部スペース）のＣＯ₂の圧力

は１．０×１０⁵Ｐａであった。 

その後、ＣＨ₄を完全燃焼させたところ、反応容器の外側の水温が 

３１３Ｋに上昇した。続いて反応容器のコックを開けて、ピストン 

を動かして反応容器内の気体をすべて上部スペースに移動させ、 

３１３Ｋで平衡状態にした。（状態Ａ） 

 次に示す値を用いて、下の問いに答えよ。なお、ＣＯ₂は理想気体 

としてふるまい、水の体積は温度や圧力および気体の溶解によらず一定 

とし、ＣＨ₄の燃焼で発生した熱量は反応容器外の水を２９３Ｋから 

３１３Ｋまで変化させるのに必要な熱量に等しいとする。 

  水の比熱４．２Ｊ／ｇ・Ｋ  水の密度１．０ｇ／ｃｍ³ 

  圧力１．０×１０⁵Ｐａのときの水１．０Ｌの対するＣＯ₂の 

溶解度３．９×１０⁻²ｍｏｌ（２９３Ｋ） 

２．４×１０⁻²ｍｏｌ（３１３Ｋ） 

反応容器内でＣＨ₄１ｍｏｌが燃焼するときに発生する熱量８．４×１０²ｋＪ 

 

 

 

問１ 状態Ａにおいて上部スペースにあるＣＯ₂の物質量はいくらか。状態ＡにおけるＣＯ₂の分圧をｐ（Ｐａ）

として次の形式により示せ。□．□×１０⁻⁷×ｐ（ｍｏｌ） 

問２ ｐ（Ｐａ）はいくらか。解答は次の形式により示せ。□．□×１０⁵Ｐａ 

 


